
 

 

■特徴 

純正同様バックカメラコネクタに直接接続できます。純正カメラのリプレースを手軽に実現します。 

 

■接続 取付作業の前に、必ず仮組で動作確認をしてください。 

緑５Ｐ タイプＡ （赤外線暗視モード付の機種） 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑５Ｐ タイプＢ 

 

 

 

 

 

 

 

白 4Ｐ (日産ディーラーオプション) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラリオン・アゼスト・日産 DOP 対応バックカメラ 

赤：バックランプの＋側へ接続 

黒：ボディーアース バックカメラ用 

５Ｐコネクタに接続 

カーナビ バックカメラ 

１、取付作業の前に、必ず仮組で動作確認をしてください。互換性に問題がある場合は返品手続き（保

証規定参照）をお願いします。一旦取付作業や加工をされますと、たとえ本製品に起因する問題があっ

たとしても、返品の対象外となりますのでご注意ください。 

２、カーナビまたはカーナビ付属のハーネスにバックカメラ用コネクターを接続します。 

３、（タイプＡのみ）電源線（赤）をバックランプの＋側へ接続します。アース線（黒）をボディーに接

続します。 

※リバース（バック）連動機能はナビ側の機能です。機能を有効にするには、ナビにリバース線が接続

されていなければなりません。詳しくは、ナビの取付説明書をご確認ください。 

作業手順 

バックカメラ用 

５Ｐコネクタに接続 

カーナビ 
バックカメラ 

青電線：×カットするとガイド表示。 

（カーナビにガイド機能がある場合はカットしない。）

バックカメラ用 

4P コネクタに接続 

カーナビ付属

のハーネス 
バックカメラ 

ロック位置を合わせしっかりと

差し込む。 

青電線：×カットするとガイド表示。 

（カーナビにガイド機能がある場合はカットしない。） 

ロック位置を合わせしっかりと

差し込む。 



■ディレイコントロールユニットの配線（ディレイ付機種のみ） 

ディレイコントロールユニットは、リバース信号線に割り込ませることで使用します。 

配 線 説 明 

（紫） リバース入力（5～12V まで対応）※リバース信号を必要とする他の機器を接続するには、本

ユニットの入力（紫）側に接続してください。 

（灰） リバース出力（ディレイ時間は約０．５～２秒。機器の入力閾値など諸条件により変わります。） 

※リレーなど過大な負荷を直接接続しないでください。 

（黒） ボディーアース 

（青） ディレイ時間設定（カットするとディレイ時間が長くなります。カット後はビニールテープなどで絶

縁処理してください。）※ディレイ時間が短すぎる場合にのみカットしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■重要 配線作業は慎重・確実に行ってください。不確実な作業は火災など重大な事故の原因となりま

す。本製品の取付作業は技術的な専門知識を必要とします。自己責任で作業できない方は専門業者に作

業依頼されることをおすすめします。弊社は取付作業のサポートは一切いたしません。 

■製品保証                                                               

保証およびサポート期間 2012 年   月   日より□１年間   印 ※当社印の無い場合は、保証期間は２週間 

取付作業前のテスト時点で互換性に問題が生じた場合は返品対応とさせていただきます。取扱説明書に従った正常な取付け使

用状態で故障した場合には、本製品の無料修理または弊社の判断による同等品と交換いたします。修理を弊社にご依頼の際は、

製品とともに本書を添付してください。修理は送料お客様負担による郵送・宅配便による持込修理となります。以下の原因による

故障の場合は保証期間内であっても有料修理となります。本書目的以外の使用、誤配線、過電圧、落下、改造、弊社以外での修

理、事故、火災、天変地変、その他社会通念上不当と思われる使用。サポート期間とは、本製品を使用する上での、取り付け、使

用方法、動作判断に関する質問への無償対応期間を指します。サポートはすべてＢＢＳおよびメールで行います。サポート期間

外でのサポートは有償となります。 

■弊社免責 本製品の故障や使用によって生じた事故、車両故障など、直接および間接の損害について

弊社は一切責任を負いません。 

カーナビ 
３Ｐコネクタ

に接続 

※ネジ留めや配線作業をする前に、必ず仮組で動作チェックを行ってください。 

１、元からある３Ｐカプラーを外し、本機のハーネスを割り込ませます。 

２、ディレイコントロールユニットのアース線をボディアースに接続します。 

作業手順 

車体に元からあるハーネス

ディレイコントロ

ールユニット 


